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ド
イ
ツ
に
お
け
る
石
原
莞
爾
（
そ
の
一
）

1
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体
験
＞
1

伊
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嘉

啓

　
　
　
　
　
一
　
ポ
ツ
ダ
ム
の
下
宿

　
石
原
莞
爾
と
い
ふ
軍
人
は
、
満
洲
事
変
な
ど
と
の
関
り
に
お
い
て
歴
史
を
画
し

た
者
と
し
て
、
ま
た
一
方
、
強
烈
な
個
性
の
ゆ
ゑ
に
、
死
後
、
半
世
紀
に
も
な
る

の
に
、
い
ま
な
ほ
続
々
と
、
石
原
に
ふ
れ
た
本
が
書
か
れ
て
み
る
が
、
そ
の
中
に

は
、
長
篇
の
漫
画
ま
で
含
ま
れ
て
み
る
。
安
彦
良
和
『
虹
色
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
』

（
潮
出
版
社
）
。

　
そ
れ
が
漫
画
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
別
に
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。
漫
画
は
、
近

年
、
い
ち
じ
る
し
く
守
備
範
囲
を
拡
大
し
た
。
　
「
（
マ
ン
ガ
は
）
科
学
・
経
済
・

伝
記
・
歴
史
・
幻
想
な
ど
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
触
手
を
拡
げ
た
。
ど
の
よ
う
な
世
界

に
も
足
を
踏
み
入
れ
て
、
情
報
に
制
作
者
の
視
覚
的
想
像
を
付
加
価
値
と
し
て
加

え
、
作
品
と
し
て
世
間
に
提
供
す
る
、
つ
ま
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
載
せ
る
と
い
う
力

を
マ
ン
ガ
は
発
揮
し
は
じ
め
た
」
（
山
口
昌
男
、
　
『
虹
色
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
第
一

巻
解
説
）
の
で
あ
る
。

　
『
虹
色
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
は
、
ま
だ
完
結
し
て
居
ら
ず
、
目
下
製
作
中
で
あ
る

が
、
既
刊
の
も
の
を
捲
っ
て
み
て
、
石
原
の
人
物
を
評
す
る
二
つ
の
言
葉
に
出
く

は
し
た
。

　
そ
の
一
、
　
「
石
原
は
…
…
ア
カ
で
す
。
」
そ
し
て
、
　
「
皇
軍
の
要
職
を
か
え
り

み
ぬ
容
共
の
画
策
！
斬
る
！
」
（
『
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
第
一
巻
八
八
－
八
九
頁
）
と

つ
賢
く
。
石
原
は
、
満
洲
の
建
国
大
学
に
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
を
教
員
と
し
て
招
聰
し

よ
う
と
云
ひ
だ
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
右
翼
系
団
体
（
血
盟
団
）
の
殺
し
屋
の

科
白
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
陸
軍
の
中
枢
に
み
た
者
が
、
容
共
だ
と
？
　
石
頭
の

右
翼
か
ら
見
れ
ば
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
1
1
建
大
講
師
だ
け
で
な
く
、
石
原
の
言
動
に
は
、

さ
う
し
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
。
石
原
が
経
済
問
題
の
顧
問
と
し
て
、

モ
ス
ク
ワ
帰
り
の
宮
崎
正
義
を
重
用
し
た
こ
と
な
ど
も
、
右
翼
の
痴
に
さ
は
っ
た

　
　
　
ロ
ゑ

で
あ
ら
う
。
い
や
、
単
な
る
右
翼
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
後
年
、
石
原
が
情
熱
を

そ
X
い
だ
東
亜
聯
盟
で
さ
へ
、
東
条
（
英
機
）
一
派
か
ら
は
、
ア
カ
と
云
は
れ
た

の
で
あ
る
。
　
（
高
木
清
寿
『
東
亜
の
下
石
原
莞
爾
』
、
た
ま
い
ら
ぼ
、
一
四
〇
頁
）

　
と
に
か
く
、
石
原
は
、
終
始
、
共
産
主
義
に
、
強
い
関
心
を
抱
い
て
み
た
。
ベ

ル
リ
ン
留
学
中
の
こ
と
、
ド
イ
ツ
の
総
選
挙
が
行
は
れ
た
折
、
石
原
は
電
車
の
中

で
、
一
婦
人
に
撃
っ
て
、
何
党
を
選
挙
す
る
か
と
質
問
し
た
。

「
妾
ニ
ハ
ド
レ
デ
モ
同
ジ
。

　
イ
ハ
ク

小
生
日

　
　
　
　
　
　
　
：
貴
殿
ハ
何
党
ガ
ヨ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
？
」
ト
、

「
コ
ン
ム
ニ
ス
テ
ソ
（
共
産
党
）
ガ
ヨ
イ
デ
セ
ウ
」
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
三
年
五
月
四
日
）

そ
れ
が
一
部
の
人
た
ち
の
偏
見
に
せ
よ
、
石
原
は
「
ア
カ
」
と
思
は
れ
る
や
う
な

複
雑
さ
を
含
ん
で
み
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た

　
そ
の
二
、
　
「
石
原
さ
ん
に
は
、
明
日
の
思
想
ら
し
き
も
の
は
あ
る
が
、
今
日
の

　　一　1一



実
践
が
一
な
い
ー
ー
“
」
（
『
ト
ロ
ツ
キ
ー
』
第
四
巻
十
二
頁
）

　
あ
る
の
は
、
　
「
明
日
の
思
想
」
で
は
な
く
、
　
「
思
想
ら
し
き
」
ア
ヤ
フ
や
な
も

の
に
す
ぎ
ず
、
　
「
今
日
の
実
践
」
が
な
い
こ
と
だ
け
は
確
実
で
、
強
調
の
記
号
（
！
）

が
二
つ
も
つ
い
て
る
る
。

　
石
原
は
天
才
的
な
閃
き
で
遠
く
ば
か
り
見
て
み
て
、
足
許
が
暗
か
っ
た
か
ら
、

失
脚
し
て
、
早
々
に
予
備
役
に
追
ひ
や
ら
れ
て
了
つ
た
。
石
原
は
ど
こ
ま
で
も
軍

人
で
あ
っ
て
、
政
治
家
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
石
原
の
ド
イ
ツ
の
生
活
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

　
大
正
十
二
年
四
月
九
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
に
引
越
。
ポ
ツ
ダ
ム
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
西

三
〇
キ
ロ
、
汽
車
で
約
一
時
間
（
現
在
は
S
・
バ
」
ン
で
三
十
分
）
の
所
に
あ
る
。

当
時
の
人
口
は
、
五
万
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
有
名
と

な
っ
た
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
離
宮
サ
ソ
ス
ー
シ
イ
（
ω
印
霧
ω
o
¢
o
帥
）
は
、

こ
瓦
に
あ
る
。

　
普
通
の
家
庭
に
下
宿
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
ホ
テ
ル
住
ま
ひ
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
ド
イ
ツ
人
と
の
接
触
は
、
よ
り
密
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
し

い
。
そ
し
て
、
石
原
も
ま
た
、
そ
れ
を
望
ん
で
み
た
節
が
あ
る
。
　
「
私
ハ
独
乙
二

於
テ
一
望
ル
ベ
ク
独
乙
人
ノ
如
ク
生
活
シ
タ
キ
考
ナ
リ
」
（
四
月
十
一
日
）
と
云

っ
て
み
る
。

　
ド
イ
ツ
は
、
い
ま
で
も
「
田
舎
者
」
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
よ
く
い
へ
ば
「
親
切
」
、

わ
る
く
い
へ
ば
、
　
「
御
節
介
」
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
ポ
ツ
ダ
ム
は
、
更
に
さ
う

だ
っ
た
ら
し
い
。
石
原
が
下
宿
し
た
先
の
老
婆
は
、
い
か
に
も
ド
イ
ツ
の
お
婆
さ

ん
と
い
ふ
感
じ
を
与
へ
る
。

　
こ
の
老
婆
、
年
は
「
六
十
余
リ
」
で
、
　
「
上
品
ナ
ル
」
未
亡
人
。
こ
の
人
の
娘

の
大
尉
未
亡
人
が
、
日
本
人
に
ド
イ
ツ
語
を
教
へ
て
る
た
の
が
縁
で
、
石
原
は
こ

の
下
宿
を
見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
家
主
は
子
ど
も
た
ち
と
は
同
居
せ
ず
独
り
で
暮

し
て
を
り
、
女
中
を
雇
ひ
、
石
原
の
ほ
か
に
、
も
う
一
人
、
ド
イ
ツ
人
男
性
に
も

部
屋
を
貸
し
て
み
る
が
、
こ
の
ド
イ
ツ
人
は
、
家
主
と
は
ほ
と
ん
ど
交
渉
が
な
い
。

　
石
原
は
、
こ
の
家
庭
に
ど
つ
ぶ
り
浸
っ
て
了
つ
た
や
う
な
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

同
宿
の
ド
イ
ツ
人
が
外
食
だ
つ
た
の
に
対
し
、
石
原
は
賄
ひ
つ
き
を
希
望
し
た
こ

と
x
、
下
宿
の
婆
さ
ん
か
ら
見
れ
ば
、
遅
れ
て
み
る
東
洋
の
島
国
の
士
官
に
、
礼

儀
作
法
も
教
へ
て
や
ら
う
と
い
ふ
文
字
通
り
の
「
老
婆
心
」
か
ら
で
あ
っ
た
と
思

は
れ
る
が
、
石
原
も
そ
れ
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
家
主
・
デ
ィ
ト
フ
ル
ト
夫
人
、
警
察
へ
の
滞
在
申
告
に
も
同
行
、
そ
れ
も

ど
う
し
て
か
、
一
日
で
は
用
事
が
す
ま
ず
、
翌
日
も
出
頭
し
て
み
る
が
、
二
日
と

も
つ
い
て
来
て
く
れ
て
み
る
。
そ
の
他
、
こ
の
ド
イ
ツ
婦
人
の
「
親
切
」
ぶ
り
を

示
せ
ば
、

　
　
　
イ
ハ
ク

婆
サ
ソ
日
「
最
愛
ノ
夫
人
へ
、
寓
。
け
巴
ヨ
リ
親
切
ナ
ル
家
庭
二
入
リ
シ
ニ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
ス
ミ
ヤ
カ

リ
安
心
シ
ナ
サ
イ
ト
速
二
申
送
ラ
ル
ベ
シ
。
」
　
（
四
月
九
日
）

老
婆
君
小
生
ヲ
孫
激
励
考
ヘ
テ
居
ル
ト
見
工
、
色
々
御
世
話
ヲ
ヤ
ク
ニ
ハ
面

倒
デ
閉
口
、
食
事
中
ノ
注
意
ヤ
ラ
途
中
、
人
望
遇
ヒ
タ
ル
時
ノ
敬
式
、
婦
人

ト
同
行
ス
ル
時
ノ
心
得
等
、
而
モ
小
生
ハ
独
乙
語
不
十
分
ノ
為
、
彼
女
ノ
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
リ

ヲ
十
分
理
解
シ
得
ザ
ル
場
合
モ
面
倒
ニ
ツ
キ
「
ヤ
ー
」
（
然
！
）
ト
答
ヘ
テ

置
ク
ト
、
其
後
同
事
件
二
遭
遇
セ
シ
場
合
、
少
シ
モ
改
マ
リ
居
ラ
ザ
ル
為
、

先
生
不
満
ラ
シ
キ
態
度
ヲ
ス
ル
モ
面
白
シ
。
　
（
四
月
十
日
）

志
賀
直
哉
は
、
他
人
の
小
説
を
ほ
め
る
と
き
、
　
「
目
に
見
え
る
や
う
だ
」
と
云

っ
た
さ
う
だ
が
、
こ
玉
の
と
こ
ろ
な
ど
、
日
本
の
若
い
エ
リ
ー
ト
士
官
が
、
白
髪

一2一



の
ド
イ
ツ
の
お
婆
さ
ん
に
、
紳
士
の
作
法
を
ア
レ
コ
レ
教
は
つ
て
み
る
様
子
が
、

そ
れ
こ
そ
、
目
に
見
え
る
や
う
で
あ
る
。

　
明
治
以
降
、
多
く
の
日
本
人
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
が
、
こ
の
人
た
ち
は
大
抵
、

外
食
で
あ
っ
た
。
石
原
が
行
っ
た
時
に
も
、
　
「
伯
林
ノ
友
人
等
ハ
単
二
室
ヲ
借
ル

ノ
ミ
ニ
テ
食
事
ハ
全
ク
外
ニ
テ
ナ
ス
ヲ
通
例
ト
ス
」
（
四
月
十
一
日
）
で
あ
っ
た

が
、
石
原
は
家
主
と
女
中
と
三
人
で
一
つ
食
卓
を
囲
ん
で
食
事
し
て
み
る
。
　
「
普

通
ノ
人
ハ
此
ノ
如
ク
、
窮
屈
ナ
ル
生
活
、
殊
二
粗
食
ヲ
欲
セ
ザ
ル
ベ
キ
モ
小
生
ハ

寧
ロ
此
ノ
如
ク
厳
粛
ナ
ル
家
庭
ノ
人
ト
ナ
リ
得
ル
コ
ト
ヲ
喜
ブ
」
（
四
月
十
一
日
）

と
云
っ
て
み
る
。

　
石
原
は
ド
イ
ツ
留
学
を
、
特
に
望
ん
で
は
み
な
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
に
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
遣
の
話
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
断
っ
て
み
る
。
し
か
し
、
実
際

に
ド
イ
ツ
へ
行
っ
た
時
に
は
、
留
学
を
無
駄
に
し
て
は
み
な
い
。
出
来
る
だ
け
、

一
般
の
ド
イ
ツ
人
の
日
常
生
活
の
中
へ
入
り
込
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
ふ
も
の

を
体
験
し
よ
う
と
し
て
み
る
。

　
石
原
は
家
主
の
婆
さ
ん
と
だ
け
話
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
女
中
（
年

三
十
二
、
三
）
と
も
よ
く
つ
き
合
っ
て
み
る
。
女
中
の
名
ま
へ
は
書
い
て
な
い
。

た
父
、
そ
の
顔
が
狛
に
似
て
愛
敬
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
　
「
ち
ん
く
し
ゃ
先
生
」

と
か
、
　
「
ち
ん
君
」
．
と
か
呼
ば
れ
て
み
る
。
こ
の
ち
ん
君
、
女
中
な
の
に
手
が
あ

れ
る
か
ら
、
洗
濯
は
御
免
と
云
っ
て
、
家
主
を
憤
慨
さ
せ
る
か
と
思
ふ
と
、
ピ
ア

ノ
を
上
手
に
弾
い
て
皆
を
感
心
さ
せ
る
。
　
「
何
レ
家
庭
ハ
相
当
ノ
モ
ノ
」
（
四
月

十
六
日
）
な
の
に
、
お
ち
ぶ
れ
て
、
か
う
し
て
み
る
の
で
あ
ら
う
と
の
こ
と
。

　
あ
る
日
、
家
主
が
石
原
を
公
園
に
案
内
す
る
と
云
っ
て
み
た
の
に
、
突
然
の
来

客
で
、
そ
れ
が
出
来
な
く
な
っ
た
二
め
、
こ
の
ち
ん
く
し
ゃ
先
生
を
代
役
に
推
薦

し
て
来
た
。
石
原
は
、
ひ
た
す
ら
辞
退
す
る
。
な
ぜ
、
辞
退
す
る
の
か
、
そ
の
理

由
は
、

家
ニ
ア
リ
テ
ハ
ち
ん
君
女
中
ト
シ
テ
靴
磨
、
掃
除
等
ノ
雑
役
二
服
ス
ル
モ
一

旦
外
出
ス
ル
時
ハ
、
一
個
ノ
淑
女
ト
シ
テ
大
尉
黒
鴨
左
側
二
才
随
シ
テ
行
カ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
大
閉
口
、
早
々
ニ
シ
テ
帰
ル
。
　
（
四
月
十
八
日
）

こ
玉
で
も
、
石
原
は
紳
士
教
育
を
さ
れ
、

楽
し
ん
で
も
み
る
や
う
に
見
え
る
。

口
で
は
閉
口
と
云
ひ
な
が
ら
も
、
結
構
、

　
　
　
　
　
二
　
近
所
の
子
供
た
ち

　
石
原
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
の
が
、
三
月
十
七
日
、
さ
う
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム

に
下
宿
を
見
つ
け
、
四
月
九
日
に
は
、
そ
こ
に
移
り
、
下
宿
の
家
主
が
、
ど
ん
な

人
か
、
そ
れ
か
ら
、
女
中
に
は
、
あ
だ
名
ま
で
つ
け
て
面
自
を
か
し
く
、
こ
ち
ら

の
様
子
を
知
ら
せ
て
や
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
す
べ
て
一
方
通
行
で
、
夫
人
か

ら
の
返
事
は
、
全
く
な
い
。
つ
ひ
に
、
四
月
十
七
日
に
は
我
慢
も
限
界
に
達
し
、

感
情
を
爆
発
さ
せ
て
み
る
。
や
う
や
く
、
妻
か
ら
の
手
紙
が
と
丸
い
た
の
は
、
四

月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

先
ヅ
一
安
心
セ
リ
。
r
…
…
兎
二
角
先
ヅ
先
ヅ
安
心
セ
リ
。
…
…
兎
二
角
心
配

シ
タ
。
…
…
心
配
ヲ
シ
タ
。
可
ナ
リ
ノ
心
配
ヲ
シ
タ
。
　
（
四
月
二
十
日
）

一
つ
の
手
紙
の
中
に
、
　
「
心
配
」
と
「
安
心
」
が
、
何
度
も
繰
返
し
出
て
来
る
が
、

そ
れ
が
、
石
原
の
こ
の
時
の
気
持
ち
を
、
よ
く
あ
ら
は
し
て
み
る
で
あ
ら
う
。

　
次
は
、
い
か
に
も
石
原
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
下
宿
の
婆
さ
ん
か
ら
石
原
は
、

な
ぜ
夫
人
の
写
真
を
持
っ
て
直
な
か
っ
た
の
か
と
、
再
三
詰
問
さ
れ
た
。
西
洋
人

な
ら
、
こ
ん
な
場
合
、
大
抵
、
家
族
の
写
真
を
携
帯
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、

石
原
は
写
真
を
送
っ
て
く
れ
る
や
う
に
と
書
い
て
み
る
。
こ
の
時
、
　
「
大
尉
殿
ノ
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父
上
モ
将
校
力
」
と
き
か
れ
て
、
石
原
は
、
　
「
退
役
陸
軍
中
将
也
」
と
答
へ
た
。

石
原
の
父
、
啓
介
は
、
軍
人
で
は
な
い
。
警
察
官
で
、
埼
玉
県
飯
能
の
署
長
で
定

年
に
な
っ
て
み
る
か
ら
、
　
「
退
役
陸
軍
中
将
」
と
い
ふ
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
石
原

の
例
の
ジ
ョ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
「
陸
軍
大
将
」
と
い
は
な
か

っ
た
の
か
。
後
に
、
石
原
自
身
が
思
ひ
が
け
な
く
も
、
　
「
中
将
」
で
退
役
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
を
考
へ
合
は
せ
れ
ば
、
無
意
識
の
予
感
－
漢
文
で
い
へ
ば
、

　
し
ん「

識
」
だ
っ
た
の
だ
ら
う
か
。

　
か
う
し
て
、
石
原
は
二
枚
の
写
真
を
送
ら
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
へ
の
注
文

が
面
白
い
。一

、
親
子
三
人
御
揃
ヒ
ノ
モ
ノ
。

一
、
錦
子
一
人
ノ
写
真
。

　
た
父
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

つ
動
く
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

父
上
ハ
中
将
ラ
シ
キ
態
度
ヲ
取
ル
コ
ト
。

も
っ
と
も
、
石
原
ら
し
い
の
は
、
右
の
引
用
に

分
子
一
人
ノ
写
真
ハ
…
…
出
来
ル
丈
美
人
ラ
シ
ク
（
現
物
モ
勿
論
申
分
ナ
キ

　
　
　
　
　
　
イ
や

美
人
ナ
ル
モ
、
弥
が
上
ニ
モ
ヨ
ク
ナ
ル
様

二
）
例
の
壇
上
デ
写
ス
コ
ト
。

　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
一
日
）

括
弧
に
入
れ
て
補
足
し
て
み
る
個
所
な
ど
、
石
原
の
人
へ
の
ー
ー
特
に
、
女
性

へ
の
心
遣
ひ
の
こ
ま
や
か
さ
を
物
語
っ
て
み
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
思
ひ
が
け
な
く
、
夫
人
の
写
真
は
数
日
後
に
送
ら
れ
て
来
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
へ

こ
で
、
　
「
鋭
子
ノ
写
真
」
を
見
せ
て
で
は
な
く
、
　
「
拝
マ
シ
」
て
や
り
、

小
生
モ
西
洋
式
二
「
親
切
ニ
テ
、
利
上
ニ
テ
、
忠
実
ニ
テ
、
美
シ
ク
、
丈
高

ク
教
養
ア
リ
、
殊
二
亭
主
ヲ
熱
愛
ス
ル
尤
モ
ス
グ
レ
タ
ル
日
本
婦
人
ダ
」
ト

説
明
ヲ
ツ
ケ
テ
ヤ
ル
。
　
（
四
月
二
十
一
日
）

　
ポ
ツ
ダ
ム
は
、
ベ
ル
リ
ン
と
は
違
っ
て
、
田
舎
町
で
あ
る
か
ら
、
こ
玉
で
は
、

日
本
人
が
め
づ
ら
し
い
。
石
原
を
見
る
と
人
々
は
ふ
り
む
き
、
子
供
た
ち
は
小
声

で
、
　
「
日
本
人
！
」
と
云
ふ
。
鴎
外
の
『
独
逸
日
記
』
に
も
、
類
似
の
こ
と
が
出

て
み
る
。
あ
る
田
舎
町
で
、
大
勢
の
子
供
が
後
を
ゾ
ロ
ー
つ
い
て
来
た
の
で
、

同
行
の
ド
イ
ツ
人
大
佐
が
、
怒
鳴
り
つ
け
て
追
払
つ
た
。
　
（
明
治
十
八
年
九
月
六

日
）　

鴎
外
の
ド
イ
ツ
滞
在
は
、
石
原
の
そ
れ
よ
り
も
四
十
年
近
く
遡
る
が
、
石
原
か

ら
約
十
年
後
の
一
九
三
〇
年
代
に
も
、
同
様
の
報
告
が
あ
る
。

郊
外
や
行
楽
地
に
行
く
と
よ
く
、
　
「
ヤ
ッ
プ
ス
（
冨
霧
）
」
の
語
を
耳
に
し

た
。
ヤ
ッ
プ
ス
は
英
語
で
「
ジ
ャ
ッ
プ
（
一
昌
）
」
で
、
軽
蔑
的
に
日
本
人
を

さ
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ー
ソ
で
知
り
合
っ
た
日
本
人
は
、
み
な
こ
の

経
験
を
も
っ
て
い
た
。
　
（
植
田
敏
郎
『
森
鴎
外
の
〈
ド
イ
ツ
日
記
〉
』
、
大

日
本
図
書
、
二
七
〇
頁
）

　
石
原
の
ま
は
り
の
日
本
人
た
ち
も
、

れ
る
の
を
嫌
が
っ
た
。

子
供
な
ど
か
ら
、
　
「
日
本
人
！
」
と
云
は

　
　
人
々
ハ
コ
レ
ヲ
憤
慨
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
恰
モ
日
本
ノ
子
供
ガ
「
毛
唐
」
ト
カ

　
　
「
チ
ャ
ン
」
ト
呼
ブ
ト
同
様
ナ
ラ
ソ
ト
判
断
ス
ル
宅
療
ナ
リ
。
　
（
四
月
十
日
）

と
こ
ろ
が
、
石
原
は
違
ふ
。
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と
こ
ろ
が
、
石
原
は
違
ふ
。

然
シ
小
生
ハ
子
供
が
満
腔
ノ
敬
意
ヲ
払
ピ
ア
ル
モ
ノ
ト
自
分
勝
手
二
三
メ
毎

時
笑
顔
ヲ
以
テ
之
藍
玉
ズ
。
子
供
モ
喜
ソ
デ
敬
礼
等
ヲ
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
。
コ

ノ
調
子
ニ
テ
近
所
ノ
子
供
ハ
ソ
ロ
ソ
ロ
友
達
ト
ナ
リ
カ
ケ
タ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
日
）

子
供
共
ノ
満
足
讐
フ
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
一
番
末
ノ
子
（
十
才
位
？
）
別
レ
ル
時

二
日
ク
「
母
サ
ソ
ニ
御
会
ヒ
ニ
ナ
ル
時
ハ
私
共
ガ
ヨ
ク
大
尉
殿
ノ
言
ヒ
付
ケ

ヲ
守
ツ
テ
仲
ヨ
ク
（
其
実
時
々
喧
嘩
シ
テ
泣
サ
レ
タ
リ
）
シ
タ
ト
言
ツ
テ
下

サ
イ
、
サ
ウ
シ
ナ
ケ
レ
バ
此
次
カ
ラ
舟
遊
ビ
下
行
ク
コ
ト
ヲ
許
サ
レ
マ
セ
ン

カ
ラ
ト
イ
フ
。
可
愛
イ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
　
（
五
月
十
三
日
）

　
こ
瓦
に
は
、
石
原
の
お
ほ
ら
か
さ
が
あ
ら
は
れ
て
み
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場

合
は
、
石
原
は
子
供
好
き
で
あ
り
、
そ
れ
も
い
く
ら
か
は
加
算
さ
れ
て
み
る
か
も

し
れ
な
い
。
石
原
夫
妻
に
は
子
供
が
な
く
、
あ
る
い
は
、
そ
の
た
め
に
却
っ
て
、

余
計
に
よ
そ
の
子
供
を
可
愛
が
つ
た
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
後
、
戦
死
し
た
軍
人

の
遺
児
を
、
舟
遊
び
に
つ
れ
て
行
っ
た
り
も
し
て
み
る
。

　
ま
つ
、
こ
の
遺
児
が
貨
幣
を
買
っ
て
く
れ
、
と
云
っ
て
訪
ね
て
来
た
。

小
生
二
毎
日
挨
拶
ス
ル
子
供
突
然
訪
問
シ
来
ル
。
聞
ケ
バ
此
子
供
ハ
砲
兵
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク

佐
ノ
遺
児
ニ
シ
テ
目
下
母
ハ
病
臥
中
ナ
リ
ト
カ
。
ア
ル
ミ
ノ
三
麻
ノ
貨
幣
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク

示
シ
珍
ラ
シ
キ
モ
ノ
ナ
ル
故
買
ッ
テ
呉
レ
ト
イ
フ
。
一
枚
五
百
麻
也
、
可
憐

ナ
ル
故
十
枚
守
り
買
ッ
テ
ヤ
ル
。
…
…
此
有
様
以
テ
所
謂
有
識
階
級
ノ
窮
状

ヲ
察
ス
ル
ニ
足
ル
。
　
（
五
月
四
日
）

　
こ
の
十
日
後
に
は
、
こ
の
子
供
た
ち
と
舟
遊
び
に
出
掛
け
る
。
出
発
前
に
、
そ

の
母
親
に
会
っ
て
み
れ
ば
、
大
へ
ん
感
じ
わ
る
く
、
腹
を
立
て
る
が
、
そ
れ
で
も
、

子
供
可
愛
さ
の
あ
ま
り
、
約
束
通
り
つ
れ
て
行
く
こ
と
に
し
た
。
三
人
の
子
供
と

一
緒
に
遊
覧
す
る
こ
と
三
時
間
、
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
を
お
ご
っ
て
や
る
と
、
子

供
た
ち
は
、
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

こ
Σ
で
も
、
括
弧
内
の
補
足
が
効
い
て
、
表
現
が
生
き
一
と
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
三
　
愛

　
石
原
は
、
し
ば
ー
ド
イ
ヅ
（
西
洋
）
と
日
本
と
の
「
愛
」
に
つ
い
て
、

は
、
親
子
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
る
。

　
話
は
ま
つ
、
夕
食
の
際
に
、
ち
ん
君
と
の
や
り
と
り
か
ら
は
じ
ま
る
。

ま
た

「
日
本
ニ
チ
ハ
夫
婦
ノ
愛
ハ
毛
唐
ノ
如
ク
凡
テ
ノ
最
上
ト
イ
フ
能
ハ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
西
洋
式
ノ
）
夫
婦
ノ
愛
ハ
犬
猫
ス
ラ
之
ヲ
有
ス
。
父
母
、
国
家
、
人
類
二

対
ス
ル
愛
ハ
夫
婦
ノ
愛
以
上
更
二
高
等
ノ
感
情
也
」
ト
ヤ
ツ
悪
所
（
勿
論
マ

ヅ
イ
独
乙
語
デ
）
婆
サ
ソ
大
賛
成
、
自
分
ノ
子
供
ノ
不
孝
ヲ
嘆
ジ
「
大
尉
殿

ハ
必
ズ
両
親
ノ
コ
ト
ヲ
先
ニ
シ
、
妻
君
ノ
コ
ト
ハ
其
次
二
述
ベ
ル
（
小
生
実

ハ
親
ヨ
リ
娯
が
恋
シ
キ
不
孝
者
ナ
ル
モ
）
ニ
ハ
常
二
感
心
シ
テ
居
ル
。
西
洋

人
ハ
到
底
駄
目
ダ
。
親
ヲ
愛
シ
子
ヲ
愛
ス
ル
日
本
人
が
世
界
ノ
最
後
ノ
優
勝

者
タ
ル
ベ
シ
」
ト
声
ヲ
ハ
リ
上
ゲ
テ
弁
ジ
立
ツ
。
決
シ
テ
御
世
辞
ニ
ア
ラ
ズ
。

老
人
ノ
考
ハ
日
本
ト
大
差
ナ
キ
モ
ノ
ト
見
ユ
。
　
（
四
月
二
十
二
日
）

夫
婦
の
愛
情
よ
り
も
、
父
母
や
人
類
へ
の
愛
が
、
よ
り
高
等
で
あ
り
、
そ
れ
が
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日
本
に
は
あ
る
と
云
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
相
手
の
賛
同
の
意
見
を
引
用

し
な
が
ら
、
括
弧
に
入
れ
て
、
そ
っ
と
、
　
「
小
生
二
曲
親
ヨ
リ
娯
が
恋
シ
キ
不
孝

者
」
と
さ
x
や
き
、
妻
の
感
情
を
く
す
ぐ
る
所
は
、
絶
妙
で
あ
る
。

　
西
洋
で
は
、
日
本
に
比
べ
て
、
夫
婦
の
愛
が
過
剰
で
あ
り
、
一
方
、
親
や
子
に

対
す
る
愛
情
は
、
日
本
よ
り
も
薄
い
と
、
石
原
は
批
判
し
て
み
る
。
親
が
子
供
に

冷
た
い
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
手
紙
の
中
で
、
繰
返
し
書
い
て
あ
っ
た
。
例
へ
ば
、

船
中
の
二
月
四
日
に
は
、
　
「
西
洋
人
ノ
子
供
虐
待
ニ
ハ
驚
ク
外
ナ
シ
」
と
云
ひ
、

ベ
ル
リ
ン
の
ホ
テ
ル
に
み
た
時
は
、
　
「
近
ク
ノ
室
二
夫
婦
共
宿
ル
ア
リ
、
此
夫
婦

七
八
歳
ノ
子
供
ヲ
室
二
残
シ
夜
半
理
屈
ビ
廻
り
子
供
ハ
大
人
シ
ク
留
守
ス
。
何
ト

驚
ク
ベ
キ
デ
ハ
ァ
リ
マ
セ
ヌ
カ
？
」
（
四
月
四
日
）
と
あ
る
。

　
し
か
し
、
戦
後
の
日
本
は
、
幸
か
不
幸
か
、
い
ち
じ
る
し
く
欧
米
化
し
、
石
原

が
指
摘
し
た
「
子
供
ノ
虐
待
」
も
広
ま
っ
て
み
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
際
立
っ
て
変

化
が
あ
っ
た
の
は
、
成
人
し
た
子
と
年
老
い
た
親
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ハ
　
　

婆
サ
ソ
常
二
娘
（
大
戦
未
亡
人
、
年
四
十
三
才
ト
カ
、
三
人
ノ
孫
ア
ル
由
）

ノ
悪
ロ
ヲ
イ
フ
。
小
生
今
日
話
ノ
序
二
、
七
十
近
キ
婆
サ
ソ
一
人
ニ
テ
働
ク

ハ
余
リ
ニ
苦
シ
ク
ア
ル
ベ
シ
、
娘
サ
ン
ト
同
居
シ
テ
ハ
如
何
ト
問
ヒ
シ
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ク

婆
サ
ソ
顔
色
ヲ
カ
ヘ
テ
日
、
　
「
最
愛
ノ
夫
ノ
死
後
、
若
干
娘
ト
同
居
セ
シ
ガ
、

コ
レ
妾
ノ
一
生
中
盤
モ
不
幸
ナ
ル
時
代
ナ
リ
キ
」
ト
。
驚
ク
外
ナ
シ
。
コ
レ

が
親
身
ノ
親
子
也
。
　
（
四
月
二
十
六
日
）

　
石
原
は
、
か
う
云
っ
て
、
西
洋
を
批
判
す
る
が
、
そ
れ
か
ら
七
十
年
、
日
本
は

確
実
に
、
西
洋
に
、
よ
り
近
づ
い
て
み
る
。
環
境
保
護
を
叫
べ
ば
、
叫
ぶ
ほ
ど
環

境
破
壊
が
す
鼠
み
、
戦
線
の
不
拡
大
を
い
へ
ば
、
い
ふ
ほ
ど
戦
線
が
拡
大
す
る
の

と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
話
題
は
、
な
ほ
つ
置
く
。

小
生
下
手
ナ
独
西
語
ニ
テ
「
耶
蘇
君
ハ
愛
ヲ
教
ヘ
タ
ト
カ
申
ス
、
人
類
相
愛

シ
相
扶
ケ
テ
真
ノ
平
和
ヲ
築
ク
ガ
我
等
ノ
目
的
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
、
ソ
レ
親
子
、

兄
弟
即
チ
家
族
間
ノ
平
和
ス
ラ
保
チ
難
キ
欧
州
人
ノ
文
明
ニ
ハ
全
ク
感
服
ノ

外
ナ
シ
。
　
（
四
月
二
十
六
日
目

「
全
ク
感
服
ノ
外
ナ
シ
」
と
は
、
何
た
る
皮
肉
。

　
　
　
　
　
イ
ヘ
ド
モ

我
等
日
本
人
ト
錐
親
子
兄
弟
ノ
間
、
時
ト
シ
テ
争
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
、

　
ヘ
リ
ク
ダ

相
謙
リ
テ
親
子
楽
シ
ク
同
居
ス
ル
コ
ト
ヲ
、
道
徳
上
馬
モ
大
切
ナ
事
ト
考
フ
」

云
々
ト
述
べ
立
ツ
。
ち
ん
君
大
二
感
心
シ
頓
狂
ノ
声
ヲ
出
シ
テ
「
あ
あ
美
シ

キ
日
本
ヨ
！
」
ト
少
々
内
心
恥
シ
キ
コ
ト
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
誠
二
心
地

ヨ
カ
リ
シ
。

「
少
々
内
心
恥
シ
キ
コ
ト
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
」
と
注
釈
を
入
れ
る
な
ど
、
神
経

は
、
な
か
一
細
か
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ち
ん
君
か
ら
賛
美
さ
れ
た
「
美
シ
キ

日
本
」
は
、
敗
戦
と
共
に
消
滅
し
た
。

　
石
原
は
、
毎
日
の
や
う
に
、
日
本
の
自
慢
を
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
ド
イ
ツ
人

か
ら
嫌
が
ら
れ
た
り
は
し
て
み
な
い
。
　
「
毛
唐
ハ
自
慢
ハ
正
当
ノ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ル

モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
何
等
感
情
ヲ
害
ス
ル
所
等
ノ
コ
ト
ナ
キ
が
如
」
き
だ
か
ら
で

あ
る
。
一
体
、
日
本
人
は
、
遠
慮
と
い
ふ
か
、
自
己
卑
下
が
強
す
ぎ
る
傾
向
が
あ

る
。
石
原
は
、
こ
の
点
、
平
均
的
日
本
人
か
ら
は
、
少
し
ず
れ
て
み
た
の
で
あ
ら

う
か
。
あ
る
い
は
、
考
へ
方
が
、
そ
れ
だ
け
西
洋
的
で
あ
っ
た
と
云
へ
な
く
も
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
、
日
本
の
た
め
に
弁
じ
た
の
は
、
数
が
少
な
い
と
は
い
へ
、
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何
も
石
原
だ
け
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
森
鴎
外
も
、
そ
の
少
数
の
中
の
一
人
。

地
質
学
者
の
ナ
ウ
マ
ソ
（
団
U
α
附
β
二
昌
α
　
一
4
薗
二
H
口
四
コ
コ
一
　
　
Q
◎
ゆ
蒔
l
H
Φ
b
o
刈
）
、
こ
の
人
は

東
京
大
学
の
外
人
教
師
と
し
て
来
日
し
、
十
年
間
日
本
に
滞
在
、
ナ
ウ
マ
ソ
象
の

名
称
は
、
こ
の
人
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ナ
ウ
マ
ソ
が
ド
レ
ス
デ
ン
で

話
を
し
た
折
、
自
分
は
長
く
東
洋
に
居
っ
た
が
、
仏
教
に
は
な
じ
ま
な
か
っ
た
、

な
ぜ
な
ら
、
仏
教
で
は
、
女
性
に
は
心
が
な
い
と
い
ふ
か
ら
で
あ
る
と
云
っ
た
。

聞
い
て
み
た
鴎
外
は
、
た
父
ち
に
反
論
し
た
。

留
れ
仏
と
は
何
ぞ
や
。
覚
者
の
義
な
り
。
経
文
中
女
人
成
仏
の
例
多
し
。
外

れ
女
人
も
亦
覚
者
と
為
る
な
り
。
女
人
既
に
能
く
覚
者
と
な
る
。
豊
心
な
き

こ
と
を
得
ん
や
。
貴
婦
人
方
よ
。
余
は
柳
か
仏
教
信
者
の
為
に
寛
を
雪
ぎ
、

余
が
貴
婦
人
方
を
尊
敬
す
る
こ
と
の
、
決
し
て
耶
蘇
教
徒
に
劣
ら
ざ
る
を
証

せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
請
ふ
ら
く
は
人
々
よ
、
余
と
与
に
杯
を
挙
げ
て
婦
人

の
美
し
き
心
の
為
に
傾
け
ら
れ
よ
と
。
（
『
独
逸
日
記
』
、
明
治
十
九
年
三
月
六
旦

く
と
、
石
原
は
着
て
み
た
外
套
を
サ
ッ
と
ぬ
い
だ
。
何
と
、
紋
付
袴
姿
だ
つ
た
。

こ
れ
な
ぞ
、
谷
崎
潤
一
郎
の
ナ
ホ
ミ
が
、
黒
い
マ
ン
ト
に
す
つ
ぼ
り
と
身
を
包
ん

で
み
て
、
そ
れ
を
ば
っ
と
ま
く
る
と
、
下
に
は
一
糸
も
纏
っ
て
み
な
か
っ
た
の
と

（『

s
人
の
愛
』
、
十
五
）
、
い
玉
勝
負
で
あ
る
。
二
人
の
ド
イ
ツ
婦
人
は
、
ア
ッ

と
驚
き
、
家
主
は
居
合
は
せ
た
人
た
ち
に
、
　
「
皆
様
何
ト
私
共
ノ
大
尉
殿
ノ
服
ハ

立
派
ヂ
ヤ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ソ
カ
」
と
ほ
め
た
て
た
の
で
、
さ
す
が
の
石
原
も
閉
口
し

て
み
る
。

　
早
速
、
紋
付
の
紋
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
石
原
家
の
家
紋
は
㊦
で
、
　
「
三

ッ
引
ハ
智
仁
勇
ヲ
示
シ
丸
干
此
三
徳
ヲ
円
融
具
足
セ
ル
ラ
示
ス
」
云
々
と
、
石
原

は
流
暢
な
ド
イ
ツ
語
で
す
ら
一
と
説
明
す
る
。

三
二
此
衣
服
ハ
全
部
最
愛
ノ
妻
ノ
裁
縫
ナ
リ
ト
イ
ヘ
バ
舌
ヲ
マ
イ
テ
、
其
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ク

事
ナ
ル
紐
（
羽
織
ノ
）
モ
カ
ト
問
フ
。
答
ヘ
テ
日
「
勿
論
然
リ
」
、
嘆
ジ
テ

日
ク
「
正
ニ
コ
レ
ー
ノ
驚
嘆
ス
ベ
キ
芸
術
家
也
！
」
　
（
四
月
二
十
八
日
）
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語
り
を
は
る
や
否
や
、
二
、
三
人
の
ド
イ
ツ
人
が
、
駆
け
よ
っ
て
来
て
、
賛
同
の

意
を
表
し
た
。
　
「
余
の
快
知
る
早
し
」
と
鴎
外
は
書
い
て
み
る
。

　
そ
の
後
、
鴎
外
は
ナ
ウ
マ
ソ
と
日
本
に
つ
い
て
、
新
聞
（
》
目
σ
q
①
旨
①
ぎ
①

浴
一
ε
づ
σ
q
）
で
論
争
ま
で
し
て
み
る
。
日
本
は
、
　
「
此
の
如
き
愛
国
者
あ
る
国
」

（『

ﾆ
逸
日
記
』
、
明
治
十
九
年
十
二
月
十
七
日
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
四
紋
付

　
石
原
は
、
人
を
驚
か
す
こ
と
も
大
好
き
で
あ
る
。
日
蓮
信
者
で
あ
る
石
原
に
と

っ
て
、
立
正
会
は
大
切
な
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
石
原
は
、
下
宿
の
婆
さ
ん
と
ち

ん
君
と
に
、
御
馳
走
を
約
束
し
た
。
三
人
揃
っ
て
料
理
屋
に
出
掛
け
、
そ
こ
に
つ

　
こ
エ
で
も
石
原
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
着
物
が
、
妻
の
手
縫
ひ
で
あ
る
と
云
ひ
、

そ
れ
を
当
の
本
人
に
報
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
み
な
い
。
た
父
し
、
　
「
美
事
ナ

ル
紐
」
ま
で
、
石
原
婦
人
の
手
製
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
か
。
こ
れ
は
市
販
の
も

の
だ
っ
た
の
で
は
と
疑
は
れ
る
が
、
も
し
も
、
既
製
品
な
の
に
、
手
づ
く
り
か
と

き
か
れ
、
　
「
勿
論
然
リ
」
と
答
へ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
よ
り
一
層
、
面

白
い
。

　
ド
イ
ツ
人
た
ち
の
驚
き
は
、
大
へ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
び
っ
く
り
し
た
の

は
、
日
本
服
の
美
事
さ
ば
か
り
で
な
く
、
石
原
の
説
明
の
流
暢
な
ド
イ
ツ
語
で
あ

っ
た
。
下
宿
の
婆
さ
ん
の
云
ふ
に
は
、



大
尉
殿
ノ
独
卑
語
ノ
進
歩
驚
ク
ベ
シ
。
　
（
四
月
二
十
八
日
）

　
実
は
こ
れ
に
は
、
裏
話
が
あ
る
。
石
原
は
、
和
服
i
特
に
、
紋
に
つ
い
て
は
、

必
ず
質
問
さ
れ
る
だ
ら
う
と
の
予
測
の
も
と
に
、
前
の
晩
か
ら
説
明
の
言
葉
を
考

へ
、
辞
書
ま
で
引
い
て
準
備
万
端
怠
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
話
、
さ
ら
に
、
つ
父
き
ま
で
つ
い
て
み
る
。

本
日
婆
サ
ソ
ノ
姉
婿
姪
甥
等
来
リ
大
二
御
馳
走
ア
リ
。
食
事
中
婆
サ
ソ
イ
イ

加
減
ノ
コ
ト
ヲ
並
べ
テ
、
日
本
ノ
大
尉
殿
ヲ
ホ
メ
ル
（
小
生
不
可
解
ノ
ブ
リ

ヲ
シ
テ
居
ル
。
余
り
ク
ス
グ
ツ
タ
イ
カ
ラ
）
。
　
（
五
月
十
日
）

さ
う
し
て
、
話
題
が
先
日
の
紋
付
の
紋
に
お
よ
び
、
も
う
一
度
、
あ
の
説
明
を
し

て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
。
石
原
は
困
惑
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
れ
は
前
の
晩
に
辞
書
を

片
手
に
、
暗
直
し
て
お
い
た
ド
イ
ツ
語
だ
つ
た
か
ら
。

モ
ウ
一
度
説
明
シ
テ
呉
レ
ト
頼
ム
ニ
ハ
閉
ロ
セ
リ
。
小
生
説
明
ノ
内
容
を
忘

レ
タ
レ
バ
。
　
（
五
月
十
日
）

　
　
　
　
　
五
　
信
仰
と
生
活
苦

　
日
蓮
信
者
の
石
原
ら
し
い
所
も
、
手
紙
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
出
て
来
る
。

航
海
中
は
、
日
蓮
関
係
の
も
の
を
い
ろ
一
読
ん
で
み
た
し
、
ホ
テ
ル
で
も
、
下

宿
で
も
、
御
本
尊
を
安
置
す
る
場
所
の
具
合
が
よ
い
と
か
、
わ
る
い
と
か
、
と
云

っ
て
み
る
。
し
か
し
、
か
う
し
た
こ
と
よ
り
も
、
よ
り
多
く
興
味
を
引
く
の
は
、

石
原
が
宗
教
や
信
仰
や
神
に
つ
い
て
、
ど
う
考
へ
て
る
た
か
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン

の
ホ
テ
ル
で
の
女
従
業
員
と
の
会
話
で
、
女
従
業
員
が
、
神
は
一
片
の
パ
ソ
す
ら

与
へ
て
く
れ
な
い
と
嘆
け
ば
、

な
い
か
と
答
へ
て
る
た
が
、

神
の
た
め
に
飢
ゑ
死
す
る
は
、
人
類
の
名
誉
で
は

婆
サ
ソ
事
ニ
ツ
ケ
「
神
」
　
「
キ
リ
ス
ト
」
ト
ヌ
カ
ス
ク
セ
ニ
、
朝
カ
ラ
晩
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カ

生
活
難
ノ
ク
ド
キ
話
シ
許
リ
、
小
生
「
真
二
神
ヲ
信
ズ
ル
モ
ノ
ハ
、
如
何
ナ

ル
生
活
ノ
困
難
ノ
中
ニ
モ
常
二
歓
喜
二
住
シ
ア
ル
ベ
キ
筈
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
ト
突

キ
込
ム
。
婆
サ
ソ
返
事
ナ
シ
。
　
（
四
月
二
十
二
日
）

信
仰
の
話
題
は
、
翌
日
に
ま
で
、
も
ち
越
す
。

婆
サ
ン
日
ク
…
…
「
昨
晩
ノ
大
尉
殿
ノ
話
ハ
正
当
ナ
リ
。
　
（
真
ノ
信
仰
ア
ル

　
　
　
ツ
ヒ

モ
ノ
ハ
終
二
二
ヲ
訴
フ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ノ
意
）
然
シ
中
々
至
難
ノ
事
ナ
リ
」
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
む

小
生
答
テ
日
ク
「
信
二
入
ル
ハ
至
難
ナ
リ
。
然
シ
一
度
信
ゼ
バ
貧
中
法
悦
ノ

生
活
ヲ
営
ム
如
キ
ハ
自
然
ニ
テ
、
難
シ
ト
イ
フ
ハ
信
ナ
キ
結
果
ナ
リ
」
ト
、

婆
サ
ソ
目
玉
ヲ
白
黒
ニ
シ
テ
沈
黙
ス
。
　
（
四
月
二
十
三
日
）

　
「
信
仰
ア
ル
モ
ノ
ハ
終
二
貧
ヲ
訴
フ
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
、
い
か
な
る
貧
困
・
窮
乏

に
あ
っ
て
も
、
た
父
諾
々
と
そ
れ
に
耐
へ
る
べ
し
、
と
云
っ
て
み
る
の
で
は
な
い

で
あ
ら
う
。
も
し
、
さ
う
な
ら
ば
、
フ
ォ
イ
ア
バ
ハ
が
批
判
す
る
如
く
、
宗
教
は

現
実
容
認
の
具
と
堕
し
て
了
ふ
。
宗
教
は
人
々
に
（
石
原
の
場
合
は
、
日
蓮
教
徒

と
し
て
、
国
家
、
ひ
い
て
は
人
類
に
対
し
て
）
、
未
来
へ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
与
へ
、

現
実
の
活
動
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
（
第
一
次
大
戦
）
敗
戦
後

の
ド
イ
ツ
の
民
衆
が
、
信
仰
を
失
ひ
、
た
父
日
々
の
生
活
苦
の
み
を
訴
へ
て
る
る

現
状
を
、
石
原
は
指
摘
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
、
石
原
に
も
分
か

つ
て
る
る
、
ド
イ
ツ
の
人
々
の
暮
し
が
、
い
か
に
辛
い
も
の
で
あ
る
か
を
。
砲
兵
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少
佐
の
遺
児
た
ち
に
、
少
し
お
ご
っ
て
や
れ
ば
、
大
へ
ん
な
喜
び
や
う
、
　
「
彼
等

甚
シ
キ
貧
苦
ノ
為
数
年
カ
カ
ル
御
馳
走
ニ
ア
リ
ツ
キ
シ
コ
ト
ナ
キ
ナ
ラ
ソ
。
」
（
五

月
十
三
日
）

　
生
活
が
苦
し
い
の
は
、
何
も
こ
の
一
家
だ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
フ
レ
は
日
を
追

っ
て
進
ん
で
み
る
。
下
宿
の
家
主
の
（
上
の
）
娘
、
こ
の
戦
争
未
亡
人
へ
の
手
当

は
、
い
か
に
少
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク

む
す
め
ハ
陸
軍
少
佐
ノ
未
亡
人
ニ
テ
（
大
戦
間
戦
死
ス
）
扶
助
料
八
十
麻
ト

カ
、
戦
前
ナ
ラ
バ
我
四
十
円
計
リ
ニ
当
ル
訳
ナ
ル
モ
今
ハ
日
本
ノ
八
厘
也
。

一
片
ノ
ば
ん
ス
ラ
求
ム
能
ハ
ズ
、
社
会
ノ
動
揺
甚
シ
キ
無
理
ナ
キ
次
第
也
。

と
、
書
き
、
次
の
言
葉
で
、
石
原
は
こ
の
手
紙
を
結
ぶ
。

恐
ル
ベ
キ
ハ
戦
争
ナ
ル
哉
。
　
（
四
月
十
六
日
）

　
石
原
は
、
こ
玉
ド
イ
ツ
で
、
敗
戦
国
の
悲
惨
さ
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。
し
か

も
、
こ
れ
は
独
り
敗
戦
国
の
み
な
ら
ず
、
戦
勝
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
へ
も
、

未
だ
に
惨
害
の
跡
が
各
地
に
残
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
六
　
軍
事
学
研
軍
事
始
め

　
石
原
は
軍
事
学
研
究
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
な

る
と
、
そ
れ
へ
の
具
体
的
な
言
及
も
出
て
来
る
。

　
ま
つ
、
下
宿
の
家
主
の
紹
介
で
、
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
元
帥
の
孫
を
訪
ね
て
み
る

（
五
月
一
日
目
。
シ
ュ
リ
ン
プ
ェ
ン
（
〉
’
ぽ
憎
Φ
ユ
O
『
9
h
＜
O
目
0
0
0
『
躍
O
蹴
O
昌
》

同
。
。
ω
も
。
山
㊤
H
ω
）
は
、
一
八
九
一
年
一
一
九
〇
五
年
、
参
謀
総
長
を
務
め
た
。

　
一
九
〇
五
年
、
シ
ュ
リ
：
フ
ェ
ン
は
、
ド
イ
ツ
が
将
来
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
甲

乙
と
同
時
に
戦
ふ
場
合
に
そ
な
へ
て
、
一
つ
の
作
戦
案
を
作
成
し
た
。
い
は
ゆ
る

シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
・
。
フ
ラ
ー
ソ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
ソ
ニ
バ
ル
の
カ
ソ
ネ
ー

（
O
碧
昌
。
Φ
）
の
会
戦
を
参
考
に
し
て
考
へ
ら
れ
た
も
の
と
云
は
れ
て
る
る
。

　
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
の
作
戦
に
よ
れ
ば
、
東
は
防
禦
に
徹
し
、
攻
撃
の
主
力
を
西

に
そ
x
ぎ
、
そ
れ
も
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
を
通
っ
て
、
大
き
く
迂
廻
し
、
背

後
か
ら
フ
ラ
ン
ス
を
た
Σ
く
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
石
原
の
後
の
用
語

に
し
た
が
へ
ば
、
　
「
決
戦
々
争
」
の
典
型
と
な
る
。
し
か
し
、
実
際
の
大
戦
勃
発

時
に
、
も
は
や
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
は
な
く
、
参
謀
総
長
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
小

モ
ル
ト
ケ
（
国
①
ぎ
信
昏
冒
げ
き
ロ
い
巳
ぞ
お
く
8
ζ
9
爵
ρ
H
。
。
幽
。
。
山
㊤
H
①
。
有

名
な
モ
ル
ト
ケ
の
甥
）
で
あ
る
。
モ
ル
ト
ケ
は
、
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
の
や
う
な
大

胆
な
作
戦
を
と
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
背
後
に
ま
は
る
大
迂
廻

作
戦
は
と
ら
ず
、
正
面
か
ら
フ
ラ
ン
ス
を
攻
撃
、
し
か
も
、
予
想
外
に
早
く
ロ
シ

ア
軍
が
東
プ
ロ
イ
セ
ン
に
到
着
し
た
の
に
驚
き
、
西
部
戦
線
の
兵
力
の
一
部
を
東

部
戦
線
に
廻
は
し
た
が
、
そ
れ
は
何
の
役
に
も
立
た
ず
、
こ
の
援
軍
が
東
部
戦
線

に
た
ど
り
つ
く
前
に
、
ド
イ
ツ
軍
は
タ
ソ
ネ
ソ
ベ
ル
ク
（
↓
僧
昌
昌
①
口
冨
『
σ
q
）
で
ロ

シ
ア
軍
を
撃
ち
破
っ
た
。
し
か
し
、
手
薄
に
な
っ
た
西
部
戦
線
は
、
マ
ル
ヌ

（
ζ
磐
Φ
）
の
会
戦
で
ド
イ
ツ
軍
の
大
敗
と
な
り
、
戦
線
は
膠
着
状
態
に
入
る
。

　
石
原
が
訪
ね
た
の
は
、
こ
の
有
名
な
シ
ュ
リ
ン
プ
ェ
ソ
の
孫
の
退
役
大
佐
で
あ

る
。
こ
の
人
は
、
　
「
軍
事
上
無
数
ノ
貴
重
ナ
ル
図
書
ヲ
蔵
」
し
、
　
「
自
由
二
閲
覧

ス
ベ
シ
ト
ノ
好
意
」
を
寄
せ
て
く
れ
た
。

　
次
に
、
こ
の
頃
、
石
原
と
軍
事
学
と
の
関
係
を
示
す
記
録
は
、
三
週
間
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
ね

か
け
て
、
ル
ー
デ
ソ
ド
ル
フ
将
軍
の
回
想
録
を
読
ん
で
み
る
こ
と
で
あ
る
。
石
原

が
ポ
ツ
ダ
ム
に
移
っ
て
か
ら
の
「
勉
強
」
は
、
お
も
に
こ
の
読
書
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
ル
ー
デ
ソ
ド
ル
フ
（
国
U
『
一
〇
げ
　
い
d
［
ユ
①
『
「
仙
O
段
》
　
H
O
◎
①
q
－
回
㊤
ω
刈
）
は
、
第
一
次
大
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戦
の
英
雄
で
あ
る
。
東
部
戦
線
タ
ソ
ネ
ソ
ベ
ル
ク
で
、
ド
イ
ツ
軍
に
勝
利
を
も
た

ら
し
た
の
は
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
と
そ
の
上
官
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（
℃
o
青
く
。
づ

藏
づ
①
o
犀
Φ
づ
α
o
疑
二
⇒
α
＜
O
づ
寓
営
創
Φ
つ
げ
仁
憎
σ
q
”
μ
Q
。
ミ
占
㊤
ω
ら
）
の
功
績
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ま

大
戦
中
、
参
謀
総
長
は
三
度
替
り
、
三
人
目
と
し
て
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
が
就
任

す
る
と
、
ル
ー
デ
ソ
ド
ル
フ
は
参
謀
次
長
と
な
り
（
一
九
一
六
年
八
月
）
、
r
以
後
、

政
略
、
戦
略
両
面
の
実
務
は
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
独
裁
で
あ
っ
た
と
云
は
れ
る
。

　
第
一
次
大
戦
に
際
し
て
、
ド
イ
ツ
参
謀
部
は
、
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
・
プ
ラ
ー
ソ

を
、
あ
へ
て
変
更
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
・
プ
ラ
ー
ン
は
参

謀
部
の
確
固
た
る
基
本
方
針
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ー
ソ
の
特
質
は
、
何
か
。
こ
れ
は
、
も
と
一
決
戦
々

手
用
の
作
戦
計
画
な
の
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
以
降
、
戦
争
と
い
へ
ば
、
決
戦
四

型
の
み
が
考
へ
ら
れ
た
。
誰
も
、
さ
う
思
ひ
込
ん
で
疑
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
原
に
よ
れ
ば
（
『
戦
争
史
大
観
』
）
、
こ
の
時
点
で
、
も
は
や
時
代

は
替
り
、
持
久
戦
争
の
時
代
に
入
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
人
々
は
そ
の
こ
と
に

気
づ
い
て
み
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
早
く
大
戦
前
か
ら
、
戦
争
に
は
、
異
な
る
二
つ
の
型
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
み
た
人
も
み
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
歴
史
学
教
授
デ

ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
（
｝
山
騨
コ
ω
　
H
）
Φ
一
げ
憎
口
O
犀
℃
　
H
o
o
昏
Q
◎
l
H
㊤
b
o
㊤
）
で
あ
る
。
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ

ク
は
、
ド
イ
ツ
人
の
崇
拝
の
的
と
な
っ
て
み
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
戦
争
を
、

（
決
戦
々
争
の
対
極
に
あ
る
）
持
久
戦
争
の
代
表
と
し
た
こ
と
か
ら
、
参
謀
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
の
問
に
論
争
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
石
原
が
こ
の
論
争
に
つ
い
て

知
っ
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
、
安
田
武
雄
大
尉
（
の
ち
、
中
将
。
航
空
総
監
）

か
ら
の
教
示
だ
つ
た
と
い
ふ
（
「
戦
争
史
大
観
の
序
説
」
）
。

　
大
戦
が
は
じ
ま
っ
て
も
、
　
「
一
般
の
人
々
は
誰
も
が
戦
争
は
短
期
間
で
終
る
も

の
と
考
へ
、
特
に
ド
イ
ツ
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
は
伯
林
で
と
信
じ
」
八
『
戦
争
史
大

観
』
、
選
集
3
1
二
一
一
頁
）
て
る
た
。
直
接
、
戦
争
を
指
導
し
て
み
た
参
謀
本

部
も
、
決
戦
々
争
を
行
っ
て
み
る
つ
も
り
で
る
た
。

　
石
原
は
、
第
一
次
大
戦
の
作
戦
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
て
、
こ
の
戦
争
が
持
久
戦

争
i
後
年
の
石
原
の
用
語
を
用
み
れ
ば
、
消
耗
戦
争
で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
達

し
た
。

　
実
は
、
ド
イ
ツ
参
謀
本
部
の
人
た
ち
も
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
こ
れ
が
持
久
戦

争
で
あ
る
と
感
づ
い
て
み
た
の
だ
。
参
謀
総
長
モ
ル
ト
ケ
は
、
参
謀
と
し
て
の
経

験
が
浅
か
っ
た
が
ゆ
ゑ
に
、
む
し
ろ
、
参
謀
本
部
の
伝
統
に
と
ら
は
れ
る
こ
と
少

な
く
、
そ
れ
だ
け
余
計
に
、
時
勢
を
感
じ
た
x
め
、
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ソ
計
画
を
不

徹
底
に
し
か
運
用
出
来
な
か
っ
た
。
一
人
置
ル
ト
ケ
だ
け
で
は
な
い
。
ル
ー
デ
ソ

ド
ル
フ
で
さ
へ
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
決
戦
々
争
は
、
い
ま
や
、
不
可
能
と
思
っ
て
み

た
。
　
「
特
の
勢
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
以
上
が
、
石
原
の
見
解
で
あ
る
。
　
（
『
戦

争
史
大
観
』
、
選
集
3
1
二
一
〇
1
二
二
一
頁
）

　
石
原
の
有
名
な
「
最
終
戦
論
」
は
、
ベ
ル
リ
ン
時
代
に
、
そ
の
骨
子
が
出
来
上

っ
た
と
い
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
の
徹
底
的
な
検
証
の
上
に
立
っ
て
る

る
。
シ
ュ
リ
ン
プ
ェ
ン
の
孫
を
た
つ
ね
た
り
、
ル
ー
デ
ソ
ド
ル
フ
の
回
想
録
を
読

ん
だ
り
す
る
こ
と
か
ら
、
石
原
の
ベ
ル
リ
ン
時
代
の
「
勉
強
」
は
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
七
　
人
種
問
題

　
女
中
の
ち
ん
君
の
と
こ
ろ
に
、
来
客
が
あ
っ
た
。
石
原
は
例
の
如
く
、
か
う
い

ふ
場
合
に
も
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
。
ド
イ
ツ
人
同
士
の
会
話
は
、
外
国
人
の
石

原
に
は
、
聞
き
と
り
に
く
い
。
し
か
し
、
大
体
の
見
当
は
つ
く
。
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー

ル
地
方
占
拠
を
非
難
し
て
み
る
こ
と
だ
け
は
分
つ
た
。
　
「
二
二
黒
人
ヲ
以
テ
白
人

ヲ
攻
ム
ル
コ
ト
ヲ
甚
シ
ク
非
人
道
ナ
リ
ト
呼
ハ
ル
コ
ト
丈
ハ
明
ナ
リ
。
　
（
此
事
ハ

独
乙
人
ノ
常
二
ロ
ニ
ス
ル
所
也
）
」
　
こ
玉
ま
で
来
て
、
石
原
は
到
底
、
黙
っ
て
ゐ
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る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ク

小
生
有
色
人
種
ト
シ
テ
内
心
大
二
平
ナ
ラ
ズ
。
機
ヲ
見
テ
叫
ソ
デ
日
「
余
ハ

欧
州
人
歩
ラ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
無
上
ノ
幸
福
ト
ス
」
ト
ヤ
ツ
ッ
ケ
ル
。
来
客
、

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

其
理
由
ヲ
ト
フ
、
答
テ
日
「
朝
カ
ラ
晩
マ
デ
戦
、
戦
、
毛
唐
ハ
丸
デ
猛
獣
ノ

如
シ
、
平
和
ヲ
愛
シ
人
類
ヲ
等
シ
ク
愛
ス
ル
我
東
方
民
族
ノ
美
シ
サ
今
更
感

嘆
ノ
外
ナ
シ
」
一
座
少
々
白
ケ
ル
。
　
（
五
月
十
六
日
）

　
石
原
は
『
マ
イ
ソ
・
カ
ン
プ
批
判
』
で
、
ナ
チ
ス
の
民
族
観
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
を
批
判
し
て
み
る
。
こ
の
本
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
の
出
版
、
内
容
は
十
九
年

一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
の
石
原
の
講
演
に
も
と
づ
い
て
を
り
、
機
関

誌
「
東
亜
聯
盟
」
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
争
中
に
、
石
原
が
、
民
族
．

人
種
問
題
ま
で
ふ
く
め
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
こ
X
ま
で
批
判
し
て
み
る
点
は
、
注
意

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
ア
ー
リ
ア
人
の
他
人
種
に
対
す
る
優
越
感
は
、
何
も
、
ナ
チ
ス
だ
け
の
専
売
で

は
な
い
。
た
ゴ
、
ナ
チ
ス
は
、
そ
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
か
ら
、
目
立
っ
の
で

あ
る
。
今
は
、
皆
が
に
こ
や
か
な
人
道
的
な
仮
面
の
下
で
、
無
意
識
の
中
に
、
そ

っ
と
、
そ
れ
を
と
ち
込
め
て
み
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
白
色
人
種
の
有
色
人
種
へ
の
偏
見
は
、
牢
固
と
し
て
不
変
で
あ
る
や
う
に
思
は

れ
る
。
石
原
だ
け
で
は
な
い
。
鴎
外
も
書
い
て
み
る
。

勝
た
ば
黄
禍
　
負
け
ば
野
蛮

白
人
ば
ら
の
　
え
せ
批
判

ほ富
む
と
も
誰
か
　
よ
ろ
こ
ば
ん

そ
し諺

る
を
誰
か
　
う
れ
ふ
べ
ぎ
…
…

　
『
う
た
日
記
』
に
収
め
ら
れ
た
「
黄
禍
」
と
題
す
る
、
こ
の
詩
、
あ
の
冷
静
な

鴎
外
に
し
て
は
、
い
つ
に
な
く
感
情
的
で
あ
る
。

　
白
人
は
相
手
を
見
下
ろ
し
て
る
る
限
り
は
、
大
へ
ん
親
切
で
あ
る
。
し
か
し
、

相
手
が
自
分
た
ち
と
同
程
度
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
上
に
強
く
な
る
と
、
こ
の
人
た

ち
は
、
と
た
ん
に
、
慈
善
家
の
仮
面
を
か
な
ぐ
り
捨
て
る
。
例
へ
ば
、
日
本
人
は
、

一
つ
の
面
し
か
持
っ
て
る
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
の
能
面
に
代
表
さ
れ
る
。
ほ
x
ゑ

ん
で
み
る
と
も
、
悲
し
ん
で
み
る
と
も
、
怒
っ
て
み
る
と
も
見
え
る
が
、
そ
の
ど

れ
一
つ
に
も
徹
底
し
な
い
。
日
本
人
に
は
、
喜
び
と
悲
し
み
、
善
と
悪
と
の
区
別

が
、
よ
り
希
薄
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
一
方
、
欧
米
人
は
い
く
つ
か
の
面
を

も
つ
て
み
て
、
そ
の
時
々
で
、
つ
け
替
へ
る
。
人
道
的
な
時
は
、
こ
の
上
な
く
人

道
的
、
悪
逆
な
場
合
は
、
地
獄
の
悪
魔
も
顔
を
そ
む
け
る
。

　
明
治
以
後
、
日
本
の
知
識
人
は
、
自
国
の
罵
倒
を
お
も
な
任
務
と
し
て
来
た
が
、

中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
例
外
も
な
い
で
は
な
い
。
鴎
外
、
石
原
、
ど
ち
ら
も
、
西

洋
に
対
す
る
日
本
の
立
場
を
主
張
し
て
み
る
が
、
鴎
外
が
、
　
「
談
笑
の
間
能
く
故

国
の
為
に
冤
を
雪
ぎ
讐
を
報
じ
た
」
（
『
独
逸
日
記
』
、
明
治
十
九
年
三
月
六
日
）

の
に
、
石
原
の
方
は
、
　
「
一
座
少
々
白
ケ
ル
」
場
合
が
、
し
ば
一
あ
る
。
石
原

の
こ
の
や
う
な
言
動
は
、
一
部
の
人
々
に
は
魅
力
と
し
て
映
っ
た
が
、
ま
た
、
当

然
な
が
ら
反
発
も
招
い
た
。
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
．
石
原
は
政
治
家
で
は
な
か
っ

た
。
政
治
家
は
、
も
っ
と
陰
湿
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
八
　
色
読

　
石
原
が
妻
に
対
し
て
、
い
か
に
心
を
遣
っ
て
み
た
か
は
、
い
ま
玉
で
見
て
来
た

や
う
に
、
手
紙
の
端
々
か
ら
も
容
易
に
感
じ
と
れ
る
。
し
か
し
、
石
原
は
、
自
分

の
妻
に
だ
け
や
さ
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
鴎
外
は
ナ
ウ
マ
ソ
の
言
葉
に
ム
ッ
と

し
て
、
わ
れ
一
仏
教
徒
も
、
女
性
を
尊
重
す
る
こ
と
、
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
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に
劣
ら
な
い
と
云
っ
た
が
、
石
原
も
ま
た
、

中
ち
ん
君
の
誕
生
日
に
際
し
、

な
か
一
の
「
騎
士
」
で
あ
る
。
女

　
　
　
イ
ハ
ク

婆
サ
ソ
日
「
大
尉
直
直
ヲ
誕
生
祝
ヒ
ニ
上
ゲ
マ
ス
カ
」
　
「
考
ナ
シ
」
　
「
私
ガ

ヨ
イ
首
飾
ヲ
持
テ
居
ル
カ
ラ
ア
レ
ヲ
上
ゲ
マ
セ
ウ
、
鎖
（
銀
）
丈
ケ
ハ
、
大

尉
殿
が
贈
ツ
テ
下
サ
イ
」
…
…
「
幾
何
力
」
　
コ
万
二
千
麻
ヲ
下
サ
イ
」
…

「
ヨ
シ
イ
」
婆
サ
ン
満
悦
。
　
（
五
月
十
七
日
）

皆
で
ち
ん
君
の
兄
の
家
で
行
は
れ
る
誕
生
祝
に
出
席
と
決
定
。
と
こ
ろ
が
、
出
発

直
前
、
石
原
の
も
と
に
郵
便
が
と
父
き
、
そ
れ
が
友
人
の
妻
の
死
亡
通
知
で
あ
っ

た
x
め
に
、
石
原
は
出
掛
け
る
に
は
出
掛
け
た
も
の
二
、
沈
黙
が
ち
で
、
折
角
の

お
祝
に
水
を
さ
す
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
、
と
気
遣
っ
て
み
る
。

　
思
ひ
が
け
な
い
死
の
知
ら
せ
ば
、
石
原
に
は
、
大
へ
ん
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ら
し

い
。
こ
の
夫
妻
が
、
自
分
た
ち
と
同
じ
熱
心
な
日
蓮
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
よ

り
一
層
、
石
原
の
動
揺
を
大
き
く
し
た
や
う
で
あ
る
。
手
紙
で
は
、
し
ば
ら
く
、

こ
の
死
を
め
ぐ
る
記
載
が
つ
父
き
、
そ
こ
か
ら
、
ま
す
一
信
仰
へ
遽
進
ず
る
強

い
決
意
が
語
ら
れ
て
み
る
。

　
石
原
が
日
蓮
宗
に
入
っ
た
の
は
、
国
柱
会
を
通
し
て
父
あ
る
。
そ
も
一
、
日

蓮
は
国
家
の
平
安
と
い
ふ
も
の
を
重
視
し
た
。
大
ま
か
に
見
れ
ば
、
大
乗
仏
教
と

い
は
れ
る
も
の
は
、
い
つ
れ
の
宗
派
で
あ
れ
、
さ
う
し
た
面
を
も
つ
て
み
る
。
だ

か
ら
、
大
乗
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
蓮
は
、
よ
り
一
層
、
そ
れ
へ
の

傾
き
が
強
い
。
つ
ま
り
、
日
蓮
は
、
よ
り
政
治
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
し
ば

し
ば
弾
圧
が
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
、
道
元
、
歪
面
、
日

蓮
を
比
べ
て
見
れ
ば
、
そ
れ
が
分
る
。
と
り
も
直
さ
ず
、
こ
の
日
蓮
の
政
治
的
な

と
こ
ろ
が
、
石
原
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
ら
う
。
　
「
日
蓮
聖
人
の
国
体
観
が
私
を

心
か
ら
満
足
せ
し
め
た
」
（
「
戦
争
史
大
観
の
序
説
」
、
選
集
3
一
一
二
七
頁
）
と

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

石
原
は
云
っ
て
み
る
。

　
国
二
会
の
創
始
者
、
田
中
智
学
も
ま
た
、
日
蓮
信
徒
と
し
て
、
政
治
的
で
あ
っ

た
。
国
命
会
は
、
一
応
、
日
蓮
主
義
の
宣
伝
普
及
を
看
板
に
し
て
は
み
る
が
、
一

つ
の
政
治
結
社
と
い
へ
な
く
も
な
い
。
当
然
、
田
中
に
は
、
政
界
進
出
の
意
志
が

　
　
　
フ
　

あ
っ
た
。
田
中
は
、
将
来
、
合
掌
内
閣
を
作
り
た
い
と
云
っ
た
さ
う
で
あ
る
が
、

石
原
の
手
紙
の
中
に
も
、
こ
の
「
合
掌
内
閣
」
と
い
ふ
言
葉
が
、
何
度
か
登
場
す

る
。

合
掌
内
閣
ノ
如
キ
、
実
二
朝
飯
前
ノ
事
□
□
時
已
二
来
レ
リ
、
其
実
顕
睡
余

リ
ニ
自
然
ナ
リ
。
実
顕
シ
得
ザ
ル
ハ
一
二
我
等
信
徒
ノ
薄
信
ニ
ヨ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
二
十
五
日
）

さ
う
し
て
、
　
「
奮
へ
皇
道
！
」
と
同
じ
信
者
で
あ
る
妻
に
呼
び
か
け
る
。

凡
夫
ハ
中
々
進
歩
シ
難
シ
。
馬
匹
ナ
ル
哉
、
色
読
ナ
ル
哉
、
末
法
ノ
為
唯
｝

ノ
修
行
ハ
色
読
也
。
鳴
呼
有
リ
難
キ
御
教
ヘ
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
（
五
月
二
十
五
日
）

　
「
色
事
」
と
は
、
日
蓮
宗
の
術
語
で
、
法
華
経
を
正
し
く
読
み
と
り
、
実
践
修

行
す
る
と
い
ふ
意
味
。
こ
の
日
の
手
紙
は
、
最
近
、
　
「
教
書
二
親
シ
マ
ズ
」
、
申

し
わ
け
な
い
が
、
一
方
、
軍
事
上
の
研
究
は
、
　
「
空
前
ノ
興
味
ヲ
以
テ
努
力
シ
ツ

ツ
」
あ
る
と
締
め
く
x
ら
れ
て
る
る
。

　
間
も
な
く
、
石
原
は
ベ
ル
リ
ン
に
み
る
友
だ
ち
か
ら
誘
は
れ
て
、
ド
イ
ツ
の
東

部
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
イ
ェ
ナ
へ
の
旅
に
出
る
。
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注
（
1
）
　
宮
崎
は
石
川
県
出
身
、
県
の
留
学
生
と
な
っ
て
モ
ス
ク
ワ
に
渡
り
、
そ
こ
で
ロ

　
　
シ
ア
革
命
に
遭
遇
し
た
。
　
「
宮
崎
自
身
は
決
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な
か
っ

　
　
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
貫
し
て
純
粋
な
資
本
主
義
に
疑
念
を
抱
き
続
け
た
。
」

　
　
（
ピ
ー
テ
ィ
『
〈
日
米
対
決
〉
と
石
原
莞
爾
』
、
た
ま
い
ら
ぼ
、
第
六
章
の
註
4
3
）

（
2
）
　
家
主
の
老
婆
に
は
、
二
人
の
娘
と
一
人
の
息
子
が
み
る
。
上
の
娘
は
少
佐
未
亡

　
　
人
、
年
四
十
三
歳
、
三
人
の
子
供
が
あ
る
。
下
の
娘
は
大
尉
未
亡
人
、
ベ
ル
リ
ン

　
　
に
住
ん
で
居
り
、
こ
の
下
宿
を
石
原
に
紹
介
し
た
。
息
子
は
「
田
舎
ノ
大
隊
長
」

　
　
（
五
月
二
十
日
）
と
い
ふ
か
ら
、
陸
軍
少
佐
と
思
は
れ
る
。

（
3
）
　
既
に
三
年
ま
へ
の
大
正
九
年
の
日
記
に
、
ル
！
デ
ソ
ド
ル
フ
回
想
録
の
第
一
集

　
　
を
読
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
次
の
や
う
な
簡
単
な
感
想
が
添

　
　
へ
ら
れ
て
る
る
。

　
　
　
「
協
同
作
戦
ノ
困
難
ナ
ル
状
況
等
、
窺
フ
ニ
足
ル
モ
ノ
ア
リ
。
概
シ
テ
政
治
家

　
　
ニ
ハ
好
感
ヲ
懐
カ
ザ
ル
モ
同
僚
以
下
二
対
シ
毫
モ
悪
ロ
セ
ズ
。
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
回

　
　
想
録
二
比
べ
人
格
ノ
高
キ
ヲ
偲
バ
シ
ム
。
」
（
大
正
九
年
一
月
四
日
、
選
集
2
1

　
　
二
九
〇
頁
）

（
4
）
　
マ
ル
ヌ
で
の
敗
北
の
責
任
を
と
っ
て
、
モ
ル
ト
ケ
は
辞
任
、
フ
ァ
ル
ケ
ソ
ハ
イ

　
　
ン
（
国
「
一
〇
『
　
＜
O
昌
　
閃
⇔
一
ぽ
①
づ
7
9
団
づ
燭
　
H
Q
o
①
μ
i
H
り
ト
o
b
o
）
が
跡
を
襲
っ
た
が
、
フ
ァ
ル

　
　
ケ
ソ
ハ
イ
ソ
も
、
一
六
年
八
月
に
辞
任
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
登
場
と
な
る
。

（
5
）
　
「
過
去
の
偉
大
な
指
揮
官
の
中
で
蛾
滅
戦
略
家
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
シ
ー
ザ
ー
、

　
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
は
消
耗
戦
略
に
お
い
て
、

　
　
ペ
リ
ク
レ
ス
、
ベ
リ
サ
リ
ウ
ス
、
ワ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
グ
ス
タ
フ
ア
ド
ル
フ
、

　
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
大
王
を
そ
の
代
表
者
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
最
後
の
名
前
（
フ
レ

　
　
デ
リ
ッ
ク
）
を
包
含
し
た
こ
と
は
歴
史
家
の
中
に
憤
怒
の
嵐
を
ま
き
起
し
た
。
彼

　
　
に
対
す
る
非
難
の
声
の
大
部
分
は
参
謀
本
部
の
戦
史
家
達
で
、
彼
等
は
残
滅
戦
略

　
　
の
み
が
唯
一
の
正
し
い
戦
略
で
あ
る
と
確
信
し
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

　
　
の
先
駆
者
だ
っ
た
と
主
張
し
た
。
」
（
ゴ
ル
ド
ン
・
ク
レ
ー
グ
〈
山
田
積
昭
訳
〉

　
　
「
軍
事
史
家
ー
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
」
）
E
・
M
・
ア
ー
ル
編
著
（
山
田
積
昭
ほ
か
訳
）

　
　
『
新
戦
略
の
創
始
者
ー
マ
キ
ャ
ベ
リ
ー
か
ら
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ま
で
』
上
巻
（
原
書

　
　
房
）
、
二
七
一
頁
。

（
6
）
　
ピ
ー
テ
ィ
は
、
石
原
の
こ
の
発
言
を
そ
の
ま
瓦
受
け
と
ら
ず
、
　
「
彼
の
国
体
観

　
　
は
日
蓮
の
国
体
観
と
い
う
よ
り
も
田
中
昌
昌
の
そ
れ
で
あ
っ
た
」
と
云
っ
て
み
る
。

　
　
（
『
日
米
対
決
と
〈
石
原
莞
爾
〉
』
、
た
ま
い
ら
ば
、
五
一
頁
）

（
7
）
　
田
中
智
学
は
、
大
正
十
三
年
四
月
、
衆
議
院
に
立
候
補
し
た
が
、
落
選
。
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